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令和 ６ 年 １ 月 

令和５年度 

第８回アドミッション・スペシャリスト能力開発研修会（パイロット事業）について 

 

九州大学 基幹教育院 

次世代型大学教育開発センター 

 

１．はじめに 

 

現在、各大学において多面的・総合的な評価入試を主な内容とした入試改革の計画立

案が進行しています。しかし、この多面的・総合的な評価入試において判定を行うには、

高大接続領域全般に関わる知識・スキル・コンピテンシーが必要とされるにもかかわら

ず、我が国では、経歴・職歴や専門実務領域、専門研究領域への高い依存性により個人

の力量において業務が遂行されているという現状です。また、その原因の一つとして、

他の領域の能力開発をする機会がほとんどない点が挙げられます。 

今回の入試改革では、新たな入学者選抜方法、学力評価方法の開発、評価方法に関す

る専門人材の育成と教員の評価力向上等に関する具体的な検討が、高大接続答申をはじ

め高大接続システム会議等で求められています。現在の高校までの教育成果を評価して

大学教育へ移行できるかどうかを質・量の両面で対応して判定するには、高大接続領域

の全般的な知識・スキル・コンピテンシーを持つ専門性の高い人材開発が必要になり

ます。 

そこで、このたび本学では、平成28年度に採択された教育関係共同利用拠点事業「次世

代型大学教育開発拠点」(九州大学)において、アドミッション・スペシャリストの能力開

発の研修講座を試行実施いたします。第８回目は、高大連携・探究支援の実践とその戦略

など、アドミッションに関する中級の知識を扱います。奮って、参加申し込みください。 

今後、このようなカリキュラムに則って体系的に学べる機会を創出しますので、多く

の方にご参加いただき、アドミッションにおける必要不可欠な人材育成にご協力いただ

ければと思います。 

 

２．主催・共催 

主催：九州大学 基幹教育院 次世代型大学教育開発センター 

共催：一般社団法人 大学アドミッション専門職協会 

 

３．日時・会場 

 九州大学西新プラザ（〒814-0002 福岡市早良区西新2-16-23） 

福岡空港から地下鉄「姪浜」行き乗車 約２０分 

博多駅から、地下鉄「姪浜」行き乗車 約１５分 

→いずれも、「西新」駅下車、⑦番出口より徒歩約１０分 

 

令和６年３月２６日（火） 15:00～16:00 

令和６年３月２７日（水） 10:30～14:40 

＊オンライン配信（Zoomミーティングまたはウェビナー）有 
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４．開講コースと対象者 

 

＜アドバンス編（中級）＞ 

大学教職員の方に限定した開催とします。特に、新規採用されたアドミッション（入

試）業務従事者、大学入学者選抜業務を担当する学部教員や入試関連委員会委員、入試

課でアドミッション（入試）業務に従事されている事務職員の方。すでにアドミッショ

ン業務の経験はあるが、アドミッション・スペシャリストを目指している方、および、

今後、アドミッション・スペシャリストを目指したい方の参加をお待ちしておりま

す。 

 

５．定員と受講料 

 

両日とも定員２００名とします。受講料は徴収しません。（拠点事業経費による為） 

 

６．アドミッション・スペシャリスト能力開発研修会の内容とスケジュール 

 

目 的：本研修では、アドミッション業務担当者が獲得しておきたいアドミッション 

領域の知識やスキルを修得し、翌日から実践できるようになることを目的とし

ています。 

進め方：知識・スキルの講義及び個人・グループでのワーク等を取り入れながら進めま

す。 

 

タイムテーブル 

令和 ６年 ３ 月 ２６ 日（火） 

 

※本講演は、同日開催の大学アドミッション専門職協会の総会における公開講演であり、か

つ、次世代型大学教育開発センター主催の研修会の一部として執り行います。 

 

 

時限 科目 担当 内容 

15:00-16:00 

 

講義 1 

[社会責務・倫理] 

大学アドミッション専門

職の今後の未来 

学校法人 東

京家政学院 

常務理事 

福島一政  

[指定討論] 

U&Cｽﾄﾗﾃｼﾞｰ 

代表 

池田輝政  

 

大学アドミッション専門

職の今後の未来につい

て、大学アドミッション

専門職にさまざまな立場

から長らく関わって来ら

れた福島先生に講演いた

だく。指定討論として、

池田輝政先生にご登壇い

ただき、コメントいただ

く。 
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令和 ６年 ３ 月 ２７ 日（水）「高大連携・探究支援の最前線」 

 

 

７．申し込みの方法 

下記リンク先の申込フォーマットにてお申し込みください。 

  https://ueii.kyushu-u.ac.jp/fdp/event/details/293 

※参加申込者には開催日前日までに資料のPDFを申込メールアドレスにお送りいたします。く

れぐれもメールアドレスをお間違えの無いようお願いいたします。 

 

 

【申し込み期間】 

  2024.1.15 (月)～2024.3.21 (木) 13：00  

※ただし、定員に達し次第受付を終了いたします。 

  

時限 科目 担当 内容 

10:30-11:40 

 

講義 2 

[高大連携・高大移行

企画] 

高大連携・探究支援のリア

ル—文理融合・分野を横断

した学びと地域連携で取り

組む現状と課題 

 金沢大学 教学

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ 

特任助教 

山下貴弘  

金沢大学教学マネジメントセン

ターでは、昨年度から探究・

STEAMをテーマに高校生を対象

とした、ラウンドテーブル企画

を実施。前任校の山口大学地域

未来創生センターでは、山口県

の探究活動（マイプロジェク

ト）の事務局として、NPO法人

カタリバと連携した約半年間の

プログラム「やまぐち若者マイ

プロジェクト」のほか、地元の

財団と開発した地域探究に携わ

った経験をもとに、探究支援を

基軸にした高大連携の可能性と

課題を講演する。アドミッショ

ンオフィサーや入試課の方々

に、探究支援や高大連携のプラ

ンを考える一助となることが期

待される。 

13:30-14:40 

 

講義 3 

[高大連携・高大移行

企画] 

桜美林大学発・ディスカバ

の取り組みの意義と狙い—

入学部長の目線から 

桜美林大学 

学長補佐（入

学・高大連

携）・入学部

長 

高原幸治 

ディスカバ自体が桜美林大学か

ら生まれたプロジェクトであ

る。ディスカバ立ち上げの経緯

や狙いについて解説する。ま

た、崇城大学との連携について

も、今後のディスカバのあり方

を示す試みとしての取り組みで

あり、上記の立ち上げ経緯と含

め、解説する。 

 

https://ueii.kyushu-u.ac.jp/fdp/event/details/293
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８．参加者へのお願い 

 

・パイロット事業のため、アドミッション・スペシャリスト能力開発研修会につい

て詳細なアンケートを実施する予定です。ご協力をよろしくお願いします。 

・テキストは、当日配布いたします。 

・当日は報告書等利用のため、講義内容を録画いたしますが、参加者各自による撮影

等は固くお断りいたします。 

・営業もしくは営利を目的とする行為は禁止します。 

 

９．開催について 

 

このセミナーは、文部科学省による教育関係共同利用拠点「大学の教職員の組織的

な研修等の実施機関」における「次世代型大学教育開発拠点」(九州大学、2016～2023 

年度) の採択を受け、開催されるものです。 

 

１０．問い合わせ先 

 

担当：九州大学  基幹教育院  次世代型大学教育開発センター 

Mail：kyoten★artsci.kyushu-u.ac.jp 

※メールアドレスの★を@に変更してください。メールの件名に「3/26・27AO養成講

座」とご記入くださいますと幸いです。 
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１１．その他 

 

・今後、下記ルーブリックに基づき、ビギナー編（初級）、 

アドバンス編（中級）、エキスパート編（上級）を順次開講します。 

 

分類 Level 達成目標 

制度・政策 

初級 
日本における大学入試に関わる制度や政策に関する基本事項

を理解できる。 

中級 
国外の大学入試に関わる制度や政策の特徴を理解し，日本の

制度と比較して理解できる。 

社会責務・ 

倫理 初級 
アドミッション・オフィサーとしての社会的責務や倫理に 

関する基本事項を理解し，実践することができる。 

高校生・

高校教育 

初級 中等教育の仕組みや高校生の基本的な行動を理解できる。 

中級 
高等学校のカリキュラムや高校生の進路選択の傾向について

理解できる。 

上級 
高等学校の進路指導の考え方や特徴を理解し，高校生の進路

選択や受験行動を考察することができる。 

大学生・

教育 

初級 高等教育の仕組みや大学生の実態を理解する。 

中級 

中等教育と高等教育の教育的な接続についての意義や課題点

を理解できる。 

 

統 計 ・ 

テスト理論 

初級 統計やテスト理論に関する基本的な事項を理解できる。 

中級 
分析ソフトを利用して統計的な処理や分析結果の解釈ができ 

る。 

上級 
多変量解析や項目反応理論など高度な統計手法を用いたデー

タの分析ができる。 

評価技法 

初級 
大学入試における基本的な評価技法の特徴を理解し，実際の

適用場面を想定できる。 

中級 各評価技法の効果検証に関する方法を理解し，実践できる。 

上級 
複数の評価技法を組み合わせて多面的な評価を行うための 

具体的な提案ができる。 

追跡調査法 

初級 追跡調査の意義と基本的な考え方を理解できる。 

中級 追跡調査の基本的な技法の理解と実践ができる。 

上級 
具体的な事例に対して，最適な追跡調査を選択し，分析結果

の解釈と具体的な提案ができる。 
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分類 Level 達成目標 

社会調査法 

初級 社会調査の基本的な技法を理解することができる。 

中級 
質問紙調査や聞き取り調査などの具体的な技法を活用するこ

とができる。 

上級 
調査によって得られたデータを分析し，報告書としてまとめ

ることができる。 

コミュニケーシ

ョン 

初級 
アドミッション業務において重要なコミュニケーション場面

を想定することができる。 

中級 
アドミッション業務の各場面において，適切なコミュニケー

ションを行うことができる。 

上級 
広報活動において，相手を惹きつけることができるような魅

力的なコミュニケーションを展開できる。 

入試企画 

初級 
企画立案のために必要な情報を収集し，課題点を整理するこ

とができる。 

中級 整理した情報をもとに，具体案を策定することができる。 

上級 
策定案を実現するために必要な体制を整えたり，建設的な議

論を展開できるような提案ができる。 

入試戦略・ 

マーケティング

企画 

初級 
戦略策定のために必要な情報を収集し，課題点を整理するこ

とができる。 

中級 整理した情報をもとに，具体案を策定することができる。 

上級 
策定案を実現するために必要な体制を整えたり，建設的な議

論を展開できるような提案ができる。 

高大連携・ 

高大移行 

企画 

初級 高大連携活動の目的や種類，その特徴を理解できる。 

中級 高大連携活動プログラムの具体的な企画ができる。 

上級 
高大連携・移行に関する企画を実現するために必要な体制を

整えたり，建設的な議論を展開できるような提案ができる。 

グローバル戦略 
初級 海外からの学生獲得に関する基本的な仕組みを理解できる。 

中級 大学におけるグローバル戦略の事例を知っている。 

・本研修会は、以下のスタッフにより企画・運営が行われております。  

 

九州大学  基幹教育院 次世代型教育開発センター 

運営委員  九州大学 人間環境学研究院 教授／ 

(独) 大学入試センター クロスアポイントメント教授 木村拓也（責任者） 

運営委員  佐賀大学 アドミッションセンター 教授 西郡大 

運営委員  京都工芸繊維大学 大学院工芸科学研究科 教授 山本以和子 

専門委員  九州大学 アドミッションセンター 准教授 立脇洋介 

 

以上 


